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～ひとつ、ひとつ、実現するふくしま～～ひとつ、ひとつ、実現するふくしま～

新規就農の取り組みについて新規就農の取り組みについて
　県内外からの新規就農者の確保を積極的に進めていくため、相双地域12市町村２ＪＡとと
もに当所が事務局となって組織した「相双地域新規就農・企業参入推進検討会議」におい
て、これまでに実施した活動を紹介します。
　
【就農相談会への出展】
　就農希望者を対象とした相談会に、「相双
地域新規就農・企業参入推進検討会議」の構
成メンバーである相双地域の市町村及びＪ
Ａの職員から当地域の紹介や、就農に向け
た支援策を説明するなど、６～ 10月まで６
回出展し、参加者の就農動機などを伺って、
当地域での農業体験への参加を誘導しまし
た。
　新型コロナ感染防止対策のため、オンラ
イン形式での出展となった回もあり、画面
越しでの応対となりましたが、ゆっくり丁
寧に説明するなど、相談者の理解が進むよ
う努めました。

【農業法人での体験受入れ】
　就農希望者が、就農前に実作業や営農状況、当地域の実情を学ぶための機会として、短期
体験を募集し、これまで延べ１２人の参加がありました。
　参加者は、２０～３０代の学生や社会人の方々であり、皆さん将来の選択肢として就農を
考えていました。

　体験者からは、「今回、お世話になっ
た農家さんが楽しそうに仕事をする姿を
見て、改めて相双地方の農業に魅力を感
じました。栽培技術など、体験してみな
ければわからなかったことも多く、どん
な農業をやりたいのか、自分自身と向き
合うことができたように思います。」
と、相双地域での就農意欲の向上につな
げることができました。

　飯舘村で、福島県オリジナルもち米品種の「あぶくまもち」を試験栽培し、収穫したコメで試
食会を行いました。
　あぶくまもちは、冷害に強く穂発芽もしにくいことから、県が中山間地域向けに開発した品種
で、平成２１年に品種登録し、平成２２年まで飯舘村で栽培されていました。途中、東日本大震
災による休止を経て１１年ぶりに村内の水田16aで作付けされ、870㎏の収穫がありました。
　食味は、おこわにすると柔らかくて粘りもある食感です。また、餅にした時の餅化及び硬化時
間が早いことから操作性に優れていると、加工者からは評価をいただきました。
　今後は村内加工者と連携して加工適性を検証しながら、本格栽培に向けた支援を実施してま
いります。

　令和３年産の米価下落に伴い、主食用米から大豆への転換のご提案です。
　大豆は、畑作物の直接支払交付金や水田活用の直接支払交付金等の各種助成金を活用するこ
とで、十分な所得を確保することができます。相双地域の作付面積は約４００haあり、単収も県
内トップクラスで、栽培適地であることから高い収益性が見込まれます。転作大豆をきっかけ
とし、水稲単作経営から複合経営へステップアップを目指しましょう。

農業振興普及部だより農業振興普及部だより農業振興普及部だより

南相馬市の法人でブロッコリー定植の
作業を実施してもらいました。

～あぶくまもちの推進～

転作大豆の本作化で農業経営を見直しませんか？

稲刈りする関係者五目おこわ、柔らかくて粘りもある

オンラインで実施された画面越しの
就農相談会
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大豆 主食用米 飼料用米（単年契約） 飼料用米（複数年契約）



令和４年２月（2） 第  100  号 令和４年２月（3）第  100  号

オンライン就農イベントを開催しました！オンライン就農イベントを開催しました！

フレッシュ農業ガイド講座を開催しました！！フレッシュ農業ガイド講座を開催しました！！

農業短大生による相双視察ツアー農業短大生による相双視察ツアー
　農業総合センター農業短期大学校の学生に対して、相双地方での就農への理解醸成、農業
法人等への雇用機会の創出を図り、ひいては双方のマッチングに資することを目的に、視察
ツアーを開催し、学生 47 名が参加しました。
　５コース（果樹、作物、野菜、花き、畜産）を設定し、各生産者から直接現場で話を聞いて、
経営の実情や特色ある栽培体系などを勉強していただきました。
　学生から、「どの地域でも農業者不足はあるものの、視察した会社はそれを言い訳にせず、
少ないなりにどうしていけばいいのか考えていて、自分もその考えを大事にしたいと思いま
した。」と、今回学んだ内容を自分のものにしようとする姿勢が見受けられました。

　相馬地方の農業の取組を知ってもらうために、福島県立相馬農業高校生産環境科２年生を
対象にフレッシュ農業ガイド講座を開催し、今回は南相馬市内にある株式会社相馬牧場（小
高区）、株式会社大地のめぐみ（小高区）、ごろくファーム株式会社（原町区）の３法人を見学
しました。
  相馬牧場では、代表の相馬秀一氏より震災前の酪農経営から、震災後、牧草やデントコーン
等の飼料生産とめん羊飼育に切り替えた経緯についてお話を伺いました。
　その後、飼育しているめん羊や飼料生産で使用している作業機械を見学しました。特に、
日本でも数台しかない大型のハーベスターでは、実際に運転席に座らせてもらい、生徒の皆
さんの貴重な体験となりました。
　最後に相馬氏より「１次産業があって他の
産業が成り立っている。米を作る人がいなけ
ればコンビニのお弁当やパック詰めご飯は作
れない」と農業の魅力を熱く語っていただきま
した。
　視察後に実施したアンケートでは「もっと
もっと農業のことを知って、知識を積み重ね
ていきたいと思った。」という意見や、「どの法
人の農業も魅力的で、良さが伝わってきた。ま
た、新たなに担い手に対する期待を感じた。」
と感じる生徒もおり、就農した際のイメージ
づくりの一助となる講座となりました。

　令和３年８月７日（土）に、新規就農者確保に向けた取組として、オンライン就農イベント
「WEB就農座談会【福島県相双地域特集】｣を開催しました。
　当日は、南相馬市の大規模農業法人である（有）高ライスセンターと（有）I Loveファーム
おだか、浪江町のNPO法人Jinの社屋やほ場をWEBで繋いで、県内外から参加した８名の方々
とライブ感あふれる交流を行いました。
　参加者からは「リアルタイムで会社やほ場の様子を知ることができ、現地の気候や作業内
容を具体的にイメージしやすかった」といった、ライブ配信ならではの感想を多数いただき
ました。

盛り上がった参加者との交流青空の下でのほ場中継

新規就農者確保に向けた活動の紹介 新規就農者確保に向けた活動の紹介

　日本ナシのジョイントＶ字トレリス
栽培を初めて見て、植え付けてから収
穫するまでの期間の短さや作業姿勢な
どを実感してもらいました。

　ガイダンス機能付きトラクターの
コクピットに触れて、スマート農機
を実感してもらいました。

　露地栽培、施設栽培、それぞれのメリットデメリットなど説明を受け、実際に営農する
際の参考にしてもらいました。大型ハーベスターの運転席に座り興奮気味の生徒達

新規就農者確保に向けた活動の紹介 新規就農者確保に向けた活動の紹介新規就農者確保に向けた活動の紹介 新規就農者確保に向けた活動の紹介

【果樹コース】

【作物コース】

【野菜コース】
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